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われわれは知性を高め、

友愛と相互理解の精神を養い、

平和と自由を守り、

社会奉仕に桔進する。

We Serve

（われわれは奉仕する）

L…Liあれy　　自由を守り

I・・・h向田幹n∞　知性を重んじ

〇・・・Our　　　　われわれの

N…Nadonも　　国の

S…Sa脆ty　　　安全をはかる

園長園頻回介
写真の笑顔でお分かりのように「笑顔で接す

ること」がモットー。特技は皆さんご存知の手

品で、ネタは70バージョンも。しかし、新ネ

タの取得に余念がなく、投資を重ねながら腕に

磨きをかけているそうです。趣味はゴルフ。好

物はフルーツ系、嫌いなものは「特になし」。
自己分析した性格は「真面目で出しゃばり。そ
れと面倒見のいいところかな」。

A型。会社役員。宍道町白石。圏
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ご
あ
い
さ
つ

宍
道
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

会
長
　
高
　
木
　
陽
　
治

宍
道
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

に
よ
り
、
結
成
四
十
二
年
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
誌
を
通
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

月
二
回
の
例
会
を
重
ね
る
こ
と
一
〇
〇
〇
回
。
記
念
の
例

会
に
は
親
ク
ラ
ブ
で
あ
る
松
江
湖
城
L
C
様
、
平
素
交
流
の

あ
る
斐
川
L
C
・
大
東
L
C
様
を
お
迎
え
し
盛
大
に
開
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
を
節
目
に
ク
ラ
ブ
の
固
い
結
束
を
目
指
し
、
会
員
増

強
並
び
に
地
域
の
奉
仕
活
動
に
カ
を
入
れ
て
い
く
と
誓
い

合
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

な
お
、
第
一
〇
〇
〇
回
例
会
の
記
念
事
業
と
し
て
、
宍
道

町
に
お
住
い
の
方
々
に
健
康
増
進
と
親
睦
を
図
る
目
的
で
フ

ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ン
は
た
友
の
会
の
ご
協
力
に
よ
り
「
宍
道
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
杯
親
善
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」

を
創
設
、
毎
年
開
催
す
る
運
び
に
な
り
ま
し
た
。

例
年
行
っ
て
い
ま
す
奉
仕
活
動
・
事
業
助
成
活
動
が
皆
様

に
役
立
ち
、
更
に
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
切
に

願
っ
て
い
ま
す
。

宰
会
長
ス
ロ
ー
ガ
ン

彊

「
絆
を
深
め
　
笑
顔
で
　
W
e
 
S
e
－
V
e
L

「
万
事
、
笑
顔
で
事
に
当
た
る
事
が
絆
を
深
め
る
こ
と
に
繋
が
る
」

こ
と
を
信
じ
て
地
域
奉
仕
に
笑
顔
で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
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一
〇
〇
〇
回
例
会
・
祝
賀
会
を
盛
慕
情
聾
循

昭
和
四
十
八
年
結
成
か
ら

四
十
二
年
、
遂
に
一
〇
〇
〇

回
の
節
目
を
迎
え
、
親
ク
ラ

ブ
の
湖
城
L
C
と
、
斐
川
L

C
、
大
東
L
C
を
迎
え
て
記

念
例
会
・
祝
賀
会
を
盛
大
に

開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
記

念
事
業
と
し
て
ゴ
ル
フ
大
会

と
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

も
催
し
、
台
風
の
影
響
を
も

の
と
も
し
な
い
好
プ
レ
ー
が

続
出
し
ま
し
た
。

ス
パ
ー
ク
宍
道
で

の
恒
例
の
大
会
に
は

町
内
か
ら
十
一
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。
高
木
会
長
、
高

橋
前
会
長
を
は
じ
め

最
強
の
布
陣
で
臨
ん

だ
宍
道
L
C
で
す

が
、
結
果
は
敗
者
四

組
に
よ
る
親
善
試
合

の
一
位
と
い
う
微
妙

な
成
績
。

一書

れ
ん
げ
祭
の
花
火

大
会
（
七
月
二
十
七

日
）
　
を
控
え
て
、
恒

例
に
な
っ
て
い
る
干

拓
堤
防
の
草
刈
り
を

行
い
ま
し
た
。
作
業

は
午
後
四
時
か
ら
で

し
た
が
、
夏
の
太
陽

が
照
り
付
け
て
全
員

汗
び
っ
し
ょ
り
で
し

た。

欝

萬

覆

蕾

欝

出
席
・
計
画
・
大
会
委
員
会

☆
例
会
の
企
画
。
計
画

☆
一
〇
〇
〇
回
例
会
の
開
催

P
R
・
情
報
委
員
会

☆
か
わ
ら
版
・
会
報
の
発
行

☆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新

☆
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
専
務
局
へ
情
報
提
供

会
員
・
会
則
・
付
則
委
員
会

☆
新
入
会
員
研
修
の
実
施

☆
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
主
催
研
修
へ
の
参
加

☆
会
員
増
強

財
務
委
員
会

☆
予
算
の
審
議

環
境
・
保
全
委
員
会

☆
干
拓
堤
防
の
草
刈
り
及
び
清
掃

☆
町
内
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
清
掃

☆
要
害
山
草
刈
、
女
夫
岩
清
掃
作
業

福
祉
委
員
会

☆
会
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
実
施

盤

啓

閻

溶

☆
第
一
回
会
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
の
実
施

☆
幼
保
園
・
み
ず
う
み
の
里
ク
リ
ス
マ

ス
会
へ
の
参
加

☆
わ
か
た
け
学
園
そ
ば
打
ち
交
流
会

献
眼
・
健
康
委
員
会

☆
就
眠
・
献
血
活
動
の
推
進

☆
産
業
祭
へ
の
参
加

☆
委
員
会
主
催
講
習
会
の
実
施

☆
糖
尿
病
友
の
会
へ
の
助
成

教
育
・
安
全
委
員
会

☆
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
へ
の
助
成

☆
青
少
年
育
成
協
議
会
へ
の
助
成

☆
地
域
安
全
推
進
委
員
会
へ
の
助
成

☆
み
ず
う
み
書
道
会
へ
の
助
成

☆
地
域
活
動
へ
の
助
成

☆
宍
道
湖
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
へ
の
助
成

安
部
　
　
蹟

伊
藤
　
隆
庸

大
成
　
美
明

坂
本
　
憲
治

佐
藤
　
幸
男

高
木
　
陽
治

多
根
　
捻
子

土
江
　
幹
雄

長
谷
川
修
二

増
原
　
健
吉

三
島
　
良
信

持
田
富
士
夫

安
井
　
春
海

尼
ケ
崎
幹
夫

今
岡
　
幸
男

小
田
　
隆
弘

櫻
井
　
照
久

庄
司
　
武
久

高
橋
　
陽
介

田
本
　
　
稔

坪
内
　
研
二

深
田
　
富
夫

松
村
　
朝
大

富
崎
　
峰
子

本
常
　
建
治

山
田
　
建
二

飯
塚
　
康
紀

岩
谷
　
明
義

川
島
　
　
昇

佐
々
木
久
子

須
藤
　
真
司

武
田
　
幸
夫

津
田
　
良
和

内
藤
　
　
孝

福
田
　
英
司

松
本
　
英
史

目
附
　
徳
夫

本
常
　
幸
夫

百
合
澤
正
志

（
五
十
音
順
）

五
百
川
純
寿

遠
藤
　
寿
昭

川
島
　
光
雅

佐
藤
　
正
夫

高
木
　
健
二

田
中
　
三
雄

土
江
　
博
美

錦
織
　
　
勇

桝
口
　
文
夫

三
島
　
敏
伸

蒔
田
　
隆
志

森
脇
　
慎
一

渡
部
　
欣
治


